令和３年度岩手県高等学校総合体育大会ボート競技　申し合わせ事項
岩手県高体連ボート専門部　

１　高総体ボート競技実施前の中止判断
（1） 国の緊急事態宣言下～国民全体への不要不急の外出、イベント自粛の要請がある場合は中止とする
（2） 岩手県（西和賀町）～県民（市民）に対する県内外への不要不急の移動及びイベント自粛の指示がある場合は大会開催を中止とする。
２　所属校における休校措置等が行われている場合の対応
（1） 経過観察期間（２週間程度）にある場合
所属校への登校が認められる選手であれば出場可能とする。
（2） 感染症に伴う出席停止等、個別の休校措置対象者（同居家族が対象の時も含む）となった場合
出席停止期間の場合は出場不可とする。
３　大会参加における注意事項について
（1） 大会参加校は、来場者（顧問・選手）全員分の大会参加に関する確認書【別紙１】（保護者の押印を受けたもの）を取りまとめて、来場初日に専門委員長に提出すること。また、大会前２週間分の検温・健康状況をチェック表【別紙２】に記入すること。
（2） 大会期間中においても、検温・健康チェック表に記入し、顧問は各校の顧問・生徒の体調に関して来場時に専門委員長に報告すること。
（3） 名簿に記載のない来場者（検温・健康チェックのない者）は原則入場を断る。
４　大会期間における感染防止対策について
（1） 錦秋湖ボート場等、施設内の消毒（選手・顧問）
（2） 手洗い・消毒等の励行、ソーシャルディスタンスの確保（選手・顧問・役員）
（3） 運動時以外のマスク着用（来場者は原則全員）すること。
（4） 使用物品のこまめな消毒（所属校の努力による）
（5） 参加各校は、補漕や補助員の来場も必要最小限に留める努力をする。
（6） 大会参加者以外レース観戦の自粛を行う。（各学校、保護者2名までとする）
※来場する2名の保護者は、2週間分の検温・健康チェック表を提出し、当日検温を実施し競技スタッフよりIDを受け取り観戦する事が出来る。
（7） 大会参加者（顧問、役員）による交流会・懇親会の禁止
（8） 大会への移動手段に対する感染防止策は、各学校において検討していただく。
５　大会期間中での体調不良者についての対処
大会では救護要員として日本赤十字社より救護スタッフを配置するが、感染症発病やそれに類する症状に対する処置や判断はできない。緊急時は速やかに救急搬送を依頼し、地元の発熱外来の受診を勧める。緊急性のない場合は、大会会場から宿舎等に移動させ、速やかに当該生徒を帰郷・帰宅させることを検討する。そのための手段については、所属する各学校で事前に検討しておく。
６　大会が中止になる場合の選抜方法について
[bookmark: _GoBack]　レースが中止となった際の選抜方法については、申込時に提出したエルゴメーターの記録を参考に岩手県高体連ボート専門部にて協議検討し決定する。
